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ドクターヘリ要請時緊急車両のサイレンについてドクターヘリ要請時緊急車両のサイレンについて奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信

〇サングラスを着用する場面

　ドクターヘリ要請時には、ドクターヘリ搭乗医師、看護師をドクターヘリ離着陸地点から国保病院まで搬送する
場合があるため、消防車や司令車を使用することがあります。
　今般までドクターヘリ要請時のサイレンは救急車と同じ「ピーポーピーポー」で緊急走行しておりましたが、令
和８年９月１日より救助出動時と同じサイレンを鳴らして走行しますので火災出動事案と間違えないようお願いい
たします。また、火災発生時には奥尻町防災行政無線でお知らせします。

　直射日光や路面反射等によるまぶしさを軽減し、消防活動
の安全対策を図ることと、強い紫外線から隊員の眼を守るため、
消防職員がサングラスを着用する場合があります。

　消防職員が安全な運転・安心できる活動を行うことで、皆様に安心・安全を届けられるよう努めてまいりますので、
ご理解とご協力をお願いします。

　このようにサイレンは鳴り方で出動内容が大き
く異なるため、町民の皆様も是非覚えておいてく
ださい。また、消防車や救急車が緊急走行してい
る際には、進路を譲っていただくようご理解とご
協力お願い申し上げます。

　強い日差しによって信号機や対向車
が見えないと、交通事故の危険性が高
まってしまう可能性があります。

　日光が水面に反射して水面や水中が
見えないと、溺れてしまった人などを
見つけるのに時間がかかってしまう可
能性があります。

　長時間に及ぶ屋外活動中や強い光の
発生する場所などで着用する場合があ
ります。救急活動時や町民の方と接す
る場合は、サングラスを外して対応し
ますのでご安心ください。

・火災出動時・・・ウーウーウーカンカンカン…
　※火災発生時には奥尻町防災行政無線が吹鳴し、お知らせします
・救助出動時・・・ウーウーウー…
・救急出動時・・・ピーポーピーポー…

　緊急車両（消防車・救急車）が緊
急走行するために使用するサイレン
には右記のような違いがあります。

１．消防車や救急車を運転する時 ２．海や川といった水辺で
　　活動する時

３．着用により安全に
　　活動できると認めた場合

インスタグラムで奥尻消防署の活動を配信中！
ぜひフォローしてください！！ HIYAMA.OKUSHIRIFD

緊急車両の走行時は、
慌てずに路肩へ停車し、
進路を譲っていただくよう
ご協力ください！！

消防職員のサングラス着用について消防職員のサングラス着用について
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問い合わせ先　財務課財政係　２-３４０３

　奥尻町では、１０月１７、１８日に町民の皆さんと一緒に、町の各事業を見直し、よりよい方向に

進めるための「おくしり町事業向上会議」を開催します。

　この会議は、町が行っているさまざまな事業について、現在の状況や課題を町民の皆さんと共有し、

「これからの奥尻町に本当に必要な事業とは何か」を一緒に考えていく取り組みです。

　今回は、その事業テーマの一つとして「広報おくしりの発行のあり方について」を紹介します。

おくしり町 事業向上会議　～おくしりの未来をデザインする～

を開催します!

北部地区・南部地区でそれぞれ月に1回開催しています。
みんなで集まり、楽しくこころもカラダも元気にしていきましょう。

お元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロン介護予防教室

問い合わせ先　くらし安心課包括支援係　2-3408

会　　　場 開　催　日 時　　　間

保健福祉センター ９月１７日（木） 13：30～ 15：00

青苗支所 ９月３０日（水） 13：30～ 15：00

折り紙を使った制作　と

脳トレ体操　を行います。

　広報紙は、町政情報や地域の出来事を町民に伝える大切な手段です。

　一方で、人口減少や情報の受け取り方の多様化を踏まえ、限られた財源で必要な情報を十分に届け

られているか、改めて検討する必要があります。

　財政状況が厳しさを増す中、年間約２３０万円をかけて毎月発行し、全戸に配布する現在の方法が

最も効果的か、見直す時期に来ています。

　発行回数や配布方法、紙面内容、デジタル活用なども含め、限られた財源で、より良く情報を届け

る方法を、町民の皆さんと一緒に考えてみませんか。

事業テーマ 広報おくしりの発行のあり方について
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今回は、７月１８日・１９日の２日間にわたって開催された「第３回おくしりまるごと祭」で

実施したゼロカーボンに関連する取組をご紹介します！

○グリーンスローモビリティ試乗会ｉｎ第３回おくしりまるごと祭

「第３回おくしりまるごと祭」において、グリーンスローモビリティ

（以下、グリスロ）の試乗会を実施しました。

グリスロは電気で走るため、地球温暖化の原因となるＣＯ２の排出

を低減できるエコな移動サービスです。ほかにも、低速で運行する

ため、安心して乗車できることや風景を楽しむことができるなどの

メリットがあります。

今回は、位置情報に連動して地域の見どころなどを案内する音声ガイドサービス「Ｍｏｂｉｌ

ｉｔ．Ｅ．Ｓ（モビリテス）」もあわせて体験していただき、いつもと違った奥尻を「見る、知る、

感じる」時間を楽しんでいただきました。また、昨年は白色のグリスロで試乗会を実施しまし

たが、今回はピンク色のあわゆき号とオレンジ色のウーニー号に乗車していただく機会にもな

りました。

○町有電気自動車による外部給電

まるごと祭では、二次電源として昨年導入した町の電気自動車を活用し、外部給電に対応しま

した。電気自動車は走行時に排出ガスを出さないだけでなく、屋外イベントや非常時などに電

気を供給できるという役割も担うことができます。

　

○おくしりゼロカーボン塾についてのお知らせ

今年度もおくしりゼロカーボン塾を実施します！町民の皆

さまに楽しみながら、体験を通じて脱炭素や生活に役立つ

ことなどを学んでいただけるよう準備していますので、お

楽しみに！

※開催時期（予定）：９月下旬・１１月下旬

まちの話題・暮らしの情報

見つけた！まちのゼロカーボン見つけた！まちのゼロカーボン

【お問い合わせ先】ゼロカーボン推進課 ☎ 01397-2-3410

Vol.26

試乗会

令和７年度おくしりゼロカーボン塾
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奥尻町の長寿番付
※年齢基準日は令和８年８月31日時点

長
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横 綱
大 関
関 脇
小 結
前 頭 一
前 頭 二
前 頭 三
前 頭 四
前 頭 五
前 頭 六
前 頭 七
前 頭 八
前 頭 九
前 頭 十
前頭十一
前頭十二
前頭十三
前頭十四
前頭十五
前頭十六

104歳
101歳
99歳
98歳
97歳
97歳
97歳
97歳
96歳
96歳
95歳
95歳
95歳
95歳
95歳
94歳
94歳
94歳
94歳
93歳

櫻　花　マツヱ
明　上　千代音
竹　浪　由太郎
坪　谷　アキヱ
木　村　京　子
佐　藤　則　子
竹　田　　　勲
池　野　サツヱ
長谷川　キヌヱ
宇　　　榮　治
田　中　利　行
池　田　昭次郎
厂　原　勝　好
髙　橋　ト　メ
前　田　敏　子
三　原　貞　作
田　村　アイ子
水　野　ス　ヱ
佐　藤　ク　ニ
細　田　美代子

東
横 綱
大 関
関 脇
小 結
前 頭 一
前 頭 二
前 頭 三
前 頭 四
前 頭 五
前 頭 六
前 頭 七
前 頭 八
前 頭 九
前 頭 十
前頭十一
前頭十二
前頭十三
前頭十四
前頭十五
前頭十六

101歳
99歳
98歳
98歳
97歳
97歳
97歳
96歳
96歳
96歳
95歳
95歳
95歳
95歳
95歳
94歳
94歳
94歳
93歳
93歳

髙　橋　キ　ナ
小　林　ヨシヱ
佐　野　トキヱ
千　田　陽　子
和　田　小　梅
磯　島　幸　男
増　田　サ　タ
竹　内　キノヱ
佐々木　み　つ
鎌　田　　　實
松　川　君　子
竹　内　三千代
小山内　文　江
坪　谷　ミ　ツ
大　谷　シ　ゲ
田　村　幹　子
松　塚　セ　ツ
松　前　ミ　ヨ
田　原　藤三郎
村　井　百合子

西

 （敬 称 略）

防災の日
　毎年９月１日は「防災の日」に制定されています。
また、８月３０日～９月５日は「防災週間」となっ
ています。日本は大雨に伴う土砂災害や河川の
氾濫、地震・火山による災害に見舞われやすい
土地です。いつ起こるかわからない自然災害に
対して、日頃から備えておくことと、災害に関
する最新情報を確認することが大切です。
　日頃からの備えについては、図に示された事
項を行っておくとともに、日頃から近隣の方々
とコミュニケーションを取っておくと良いでしょ
う。また、大雨など事前の予測が可能な場合は、
前もって気象台から防災気象情報を発信してお
知らせしますので、定期的にチェックし災害へ
備えましょう。

日頃の備えについて
（政府広報オンライン） 函館地方気象台HP


